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１．地域再生計画の全体像を示すイメージ図１．地域再生計画の全体像を示すイメージ図

地域再生計画事業市川市の現状 期待できる効果

地域の課題

地域が有する資源

地域コミュニティの再生

地域経済の活性化

地域雇用の創出

（コミュニティの希薄化）
・住民の連帯感、自治意識の低下
（産業の衰退）
・大規模工場の撤退
・中小企業の倒産
・小売販売額、商店数の減少

・ボランティアやNPO活動が活発
・３大学を中心に専門家が存在
・高度に整備された情報インフラ
・IT活動拠点の存在
・旺盛なベンチャー企業群
・中小企業支援を行うNPOの存在

×適切なコーディネートが
できていない

・住民同士の交流促進
・自治会、ボランティアなどによる
住民の共同体意識の醸成

・消費需要の喚起により、地域内
での消費循環の活発化

・新たな事業領域の創出

・コミュニティビジネス創出による
雇用確保

・地域ベンチャー企業の育成による
雇用確保

地域通貨の導入地域通貨の導入

子育て、福祉、介護、
健康、安全等の課題を解決

地域循環型の
経済活動を支援

過去の実績 数値目標

・千葉商科大学における地域通貨の研究
・コンビニ活用の「３６０＋５情報サーポートシステム」運用
・地域活動拠点となる「いちかわ情報プラザ」（H14.5開設）

・自治会加入率（現在約６５％）を０．２％増加させる
・市内での小売販売額を６，５００万円増加させる（３年目）
・コミュニティビジネスによる雇用を１４人増加させる（３年目）
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２．地域通貨のライフサイクル２．地域通貨のライフサイクル

発行主体（市川市）

サービス運営者
（NPO／自治会等）

参加者（市民等）

行政機関（受入）

民間事業者（受入）

発行者

ポイントを一括
で払い出し（例：10万pt）

ボランティア時間に
応じてポイント付与

稼働に応じて
ポイント付与
（例：500pt/1H）

サービス利用、商品割引等
でポイント利用

動物園、市営駐車場などの
料金をポイントで支払い

寄付

※1 発行総量は、参加者1,000人、サービス運営団体10と想定
※2 民間事業者の地域通貨の出口を確保する必要がある。地域通貨
での集客メリットがあれば、サービス運営者への寄付もあり得る。

行政サービスを利用

サービス
運営者

消費者

受入者

住民同士の助け合
いでポイント支払い

還流

実験参加者に
ポイント付与
（例：1000pt）

※住基カード／携帯電話

⑥

⑨

⑩

※1 発行総量：例）200万pt

③

①②

④

⑦

⑤店などのお手伝
いでポイント付与

⑧

※2
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３．地域通貨実験の具体的な利用シーン３．地域通貨実験の具体的な利用シーン
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ポイントの利用イメージポイントの利用イメージ

利用開始手順イメージ利用開始手順イメージ

登録窓口登録窓口

申請書

職員による登録職員による登録

個人 ②その後、窓口にて住基カードには
個人用のエリアが作成されます。

公共施設等物理的
セキュリティを確保
できる場所

利用施設利用施設

オンライン接続される
ポイント交換端末から
カードのポイントを移
動します。

貯めたポイントを施設の
入園割引に使用

預入預入・・引出引出

ポイントの取得イメージポイントの取得イメージ

ボランティアの対価としてポボランティアの対価としてポ
イントを取得イントを取得

団体（施設）

①個人の利用登録については
公的個人認証サービスによる
PCからの登録か、窓口での登
録となります。

PCからの登録

個人

個人

個人

ポイント交換端末ポイント交換端末

ポイント交換端末

③携帯型の利用を行う場合は窓口にて携
帯電話の機体番号を登録します。（携帯
の使い方は携帯型を参照）

地域通貨システム地域通貨システム

個人口座



４．市川市の地域通貨「てこな」活動４．市川市の地域通貨「てこな」活動
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５．地域通貨「てこな」スタートイベント（１２月４日開催）５．地域通貨「てこな」スタートイベント（１２月４日開催）

市川市長あいさつ市川市長あいさつ

てこなてこなテーマソングテーマソング
「ひまわり」熱唱

カウントダウンカウントダウン
コールコール

（５，４，３，２，１）
「ひまわり」熱唱

（５，４，３，２，１）

地域通貨システム地域通貨システム
体験コーナー

「てこな」を「てこな」を
ヨロシク！ 体験コーナーヨロシク！
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地域通貨モデル事業地域通貨モデル事業 全体スケジュール全体スケジュール

7月

全体会議

地域会議

作業部会

事 務 局

関連事業のサービス開始予定

150／1600 180／1800 200／2000 300／3000 1000／5000 1100／5100 1200／5200 1300／5300 1400／5400

7月 8月 9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月

第1回

第1回（15日） 第2回（ 日）

第2回

第3回（ 日） 第4回（ 日） 第5回（ 日）

事業計画の承認とアドバイス

基本計画（案）の提示

事業計画の進め方

事業方針の確認

所管 ： 総務省
役割 ： 専門家の視点から
ＩＴを活用した地域通貨モデ
ル事業を検証する。

利用場面の検討

利用ルールの検討

利用者範囲の検討

実施計画の決定

運用規約の決定

役割分担の決定

所管 ： 市川市
役割 ： 地域の関係者が
連携して地域通貨モデル事
業の内容を決定し、実証事
業の推進に協力するととも
に、その成果を検証する。

実証環境の確認

システムの検証

事業課題の検証

実証結果の検証

課題・効果・将来

事業報告書の承認

事業結果の検証とアドバイス

実証事業の期間実証事業の期間

所管 ： 市川市
役割 ： 地域通貨の発行・
利用に関わる関係者を統
括し、地域通貨モデル事業
を運用するとともに事業全
体のとりまとめを行う。

地域課題の整理

基本計画（案）の作成

住基ＩＣカード条例の制定

実施体制の編成

スケジュール作成

広報・イベント・モニター募集

実施計画（案）の策定

通貨の発行・受
入れ団体の調整

システム仕様・運用環境の検証

利用条件・課題・
運用規約の整理

環境整備

（システム）
（運用組織）
（規約）
（利用者）

調査・分析・集計

（ニーズ調査）
（メリット調査）
（課題調査）

（規模・内容調査）
（理解度調査）

報告書
とりまとめ

次年度
活動方針
策定

広報紙にて
事業のＰＲ

地域通貨
セミナー開催

テレビ・ラジオ
にて事業のＰＲ

住基ＩＣカード
キャンペーン

シンポジウム
開催

モデル事業 実証期間

マスメディア セミナー開催

目
標

公的個人認証／住基カー
ド

地域通貨モニター モニター募集 1,000人 利用者 （特別優遇）

住基カードによる証明発行サービス開始

自治会によるＩＴサービス開始

携帯電話による情報提供サービス開始

住基カードによる申請受付サービス

平成平成1616年年77月月1616日日

ＩＴ版地域通貨システムの構築・機器の製造
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http://www.city.ichikawa.chiba.jp/

